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事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

育児支援家庭
訪問の充実

　妊婦訪問指導、産婦訪問指導等を通
じ、妊産婦の健康増進、子育ての悩み
ごとへの対応等を図る。

子育て支援課

　妊婦はハイリスク者と訪問希望者、産婦
は初産者と訪問希望者に対し、家庭訪問を
実施し、健康状態の確認、育児指導等を
行った。

Ｃ：継続実施

　妊婦はハイリスク者と訪問希望者、産婦
は初産者と訪問希望者に対し、家庭訪問を
実施し、健康状態の確認、育児指導等を
行った。

Ｃ：継続実施

乳幼児の健康
支援

　乳幼児訪問指導等を通じ、乳幼児の
健やかな発育支援を図る。

子育て支援課

　新生児(第１子および希望者)、ハイリス
ク母子、健診未受診児に対して家庭訪問を
実施し、乳幼児の発達確認、疾病・虐待の
予防および早期発見に努めた。
※Ｈ２３年度より、こんにちは赤ちゃん訪
問（乳児全戸訪問）を実施予定。

Ｃ：継続実施

　新生児(第１子および希望者)、ハイリス
ク母子、健診未受診児に対して家庭訪問を
実施し、乳幼児の発達確認、疾病・虐待の
予防および早期発見に努めた。
　こんにちは赤ちゃん訪問（乳児全戸訪
問）を実施した。45件訪問（2月まで）

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（２２２２）　）　）　）　親親親親・・・・子子子子のののの交流交流交流交流のののの促進促進促進促進

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

子育て支援セ
ンター事業

　子育て支援センターの周知を図ると
ともに、利用者のニーズを把握し、事
業内容の一層の充実を図る。

子育て支援課

  子育てしている親子が保育園、子育て支
援センター等の利用をすることにより、育
児不安等の解消やゆとりある子育てがで
き、児童福祉の増進が図られた。
利用者数
仙石原子育て支援ｾﾝﾀｰ　延べ 2,760人
湯本子育てサロン 　  　〃  2,801人
移動子育てサロン　   　〃     57人

Ｃ：継続実施

  子育てしている親子が保育園、子育て支
援センター等の利用をすることにより、育
児不安等の解消やゆとりある子育てがで
き、児童福祉の増進が図られた。
利用者数
仙石原子育て支援ｾﾝﾀｰ　延べ 3,277人
湯本子育てサロン 　  　〃  3,593人
移動子育てサロン　   　〃     96人

Ｃ：継続実施

子育て支援課

　保育園では行事等を通して親子の交流を
図っている。　また、未就園児について
は、育児教室や子育て支援センター等で交
流を図った。
育児教室　　　　　：年　12　回
子育て支援センター：開所　242 日
 月～金曜

Ｃ：継続実施

　保育園では行事等を通して親子の交流を
図っている。　また、未就園児について
は、育児教室や子育て支援センター等で交
流を図った。
育児教室　　　　　：年　12　回
子育て支援センター：開所　240 日
 月～金曜

Ｃ：継続実施

学校教育課
　幼稚園では行事等を通して親子の交流を
図った。

Ｃ：継続実施
　幼稚園では各種行事において親子の交流
を図った。

Ｃ：継続実施

生涯学習課
　各学区子ども会における『親子ふれあい
事業』の他、公民館事業として『親子料理
教室』を実施した。

Ｃ：継続実施

 各地域子ども会における『親子ふれあい事
業』の他、公民館事業として、親子でも参
加でき、様々な体験活動の場を提供する子
ども向け体験学習教室「大文字クラブ」を
計10回実施した。

Ｃ：継続実施

　子育てサロンについて、町内全域で
の展開を図る。

子育て支援課
  仙石原幼児学園内、湯本幼児学園内及び
さくら館内で子育てサロンを開設した。

Ｃ：継続実施
  仙石原幼児学園内、湯本幼児学園内及び
さくら館内で子育てサロンを開設してい
る。

Ｃ：継続実施

親・子の交流
機会の充実

次世代育成支援行動計画 平成次世代育成支援行動計画 平成次世代育成支援行動計画 平成次世代育成支援行動計画 平成22222222年度事業実績及年度事業実績及年度事業実績及年度事業実績及びびびび23232323年度実施状況表年度実施状況表年度実施状況表年度実施状況表

　さまざまな事業を通じて、親、子が
交流できる機会の充実を図る。
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事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

子どもの自主
的な活動の促
進

　子ども会、スポーツ少年団等への子
どもの参加を促進するとともに、指導
者の確保や活動内容の充実を図る。

生涯学習課
　箱根町子ども会育成団体連絡協議会にお
いて、子どもの参加促進に向けた課題解決
の話合いを実施した。

Ｃ：継続実施
　箱根町子ども会育成団体連絡協議会にお
いて、子どもの参加促進に向けた課題解決
の話合いを実施した。

Ｃ：継続実施

箱根っ子わく
わくふれあい
事業

　学校週５日制事業への子どもたちの
参加促進を図るとともに、地域の人た
ちの参画による指導者の確保、親子の
ふれあいメニューなど活動内容の充実
を図る。

生涯学習課

　箱根っこわくわくふれあい事業として、
ＰＴＡ合同企画、親子カレーライス作り、
ミニミニコンサート等親子・地域とのふれ
あいを中心に様々な事業を実施した。

Ｃ：継続実施

　箱根っこわくわくふれあい事業として、
ＰＴＡ合同企画、親子カレーライス作り、
ミニミニコンサート等親子・地域とのふれ
あいを中心に様々な事業を実施した。

Ｃ：継続実施

　地域のニーズや観光客の利用等を踏
まえるとともに、住民の参画を得なが
ら、公園や広場の整備を推進する。

都市整備課
　宮城野園地の転落防止柵の改修、仙石原
公園案内板の改修を行うことで、利用者の
利便性の向上を図った。

Ｃ：継続実施
　小田原町公園内に健康遊具（ストレッチ
ベンチ）を設置することで、利用者の健康
向上、多目的性を図った。

Ｃ：継続実施

　公園、広場等の設備、遊具等の定期
的な点検、修繕を実施する。

都市整備課

　公園パトロールを行い遊具の安全性を点
検した。また、安全強化及び事故を未然に
防ぐため、超音波肉厚測定検査を実施し、
仙石原公園、向山公園の修理を行った。

Ｃ：継続実施

　公園パトロールを行い遊具の安全性を点
検した。また、安全強化及び事故を未然に
防ぐため、超音波肉厚測定検査を実施し
た。

Ｃ：継続実施

　住民の参画による、公園、広場の維
持・管理の方法を検討する。

都市整備課

 住民参画による公園等の清掃奨励制度によ
る維持管理を実施した。また、一部公園で
住民の自主活動による草刈り・樹木の手入
れ等が実施された。

Ｃ：継続実施

 住民参画による公園等の清掃奨励制度によ
る維持管理を実施した。また、一部公園で
住民の自主活動による草刈り・樹木の手入
れ等が実施された。

Ｃ：継続実施

　町営住宅の敷地の一部を活用して、
子どもの遊び場としての活用を図る。

健康福祉課
　前田町営住宅他６団地の敷地内に設置し
てある遊具等を、子どもの遊び場として利
用した。

Ｃ：継続実施
　前田町営住宅他６団地の敷地内に設置し
てある遊具等を、子どもの遊び場として利
用した。

Ｃ：継続実施

子育て支援課 　未実施 Ｆ：未実施 　未実施 Ｆ：未実施

生涯学習課
　子どもや親子で本が読めるように、社会
教育センター内にプレイルーム(幼児図書
室)の開放を行った。

Ｃ：継続実施
　子どもや親子で本が読めるように、社会
教育センター内にプレイルーム(幼児図書
室)の開放を行った。

Ｃ：継続実施

子育て支援課 Ｃ：継続実施

　家庭で保育している親子が気軽に利用で
きるよう、保育園施設を開放した。また、
パンフレット等に掲載し施設利用の促進を
図った。

Ｃ：継続実施

学校教育課 Ｃ：継続実施
　親子が気軽に幼稚園を利用できる環境づ
くりを図った。

Ｃ：継続実施

ブックスター
ト推進事業

 乳幼児のことばと心を育むために、
「絵本」を介した親子のふれあいの大
切さを伝える機会の確保を図る。

生涯学習課

　４ヵ月児健診時に、乳幼児とその保護者
を対象に、絵本等の入ったブックスター
ト・パックを手渡し、絵本を介した親子の
ふれあいの大切さを伝えた。

Ｃ：継続実施

　４ヵ月児健診時に、乳幼児とその保護者
を対象に、絵本等の入ったブックスター
ト・パックを手渡し、絵本を介した親子の
ふれあいの大切さを伝えた。

Ｃ：継続実施

保育園、幼稚
園等の施設開
放

公園など子ど
もの遊び場の
整備

　家庭で保育している親子が気軽に利
用できるよう、保育園、幼稚園の開放
を進めるとともに、利用の促進を図
る。

　家庭で保育している親子が気軽に利用で
きるよう、保育園・幼稚園施設を開放し
た。また、パンフレット等に掲載し施設利
用の促進を図った。

　公民館などを利用して、子どもたち
が活動できる場の確保を図る。
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　（　（　（　（３３３３）　）　）　）　出産出産出産出産・・・・育児育児育児育児のののの相談相談相談相談、、、、学習機会等学習機会等学習機会等学習機会等のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

学習機会の充
実

　子どもの育ちや子育てなどに係るさ
まざまな学習機会の内容の充実を図る
とともに、参加しやすい運営に努め
る。

子育て支援課

　乳幼児を対象とした育児教室及び健診時
における集団教育を開催するなどの情報提
供を行い、より多くの親に学習機会への参
加を働きかけた。

Ｃ：継続実施

　乳幼児を対象とした育児教室及び健診時
における集団教育を開催するなどの情報提
供を行い、より多くの親に学習機会への参
加を働きかけている。

Ｃ：継続実施

　広報紙やパンフレット、ホームペー
ジなどさまざまな媒体を活用し、子育
て家庭に必要な情報の提供を図る。

子育て支援課

　町広報紙や健診・各教室時に配布する保
健パンフレット等を利用し、子育てに関す
る情報を提供した。また、子育て支援セン
ターにおいては、「子育てだより」を発行
し、各家庭や保育園、幼稚園等の施設に配
布した。

Ｃ：継続実施

　町広報紙や健診・各教室時に配布する保
健パンフレット等を利用し、子育てに関す
る情報を提供した。また、子育て支援セン
ターにおいては、「子育てだより」を発行
し、各家庭や保育園、幼稚園等の施設に配
布している。

Ｃ：継続実施

子育て支援課

　相談担当職員に研修を受講させ、資質の
向上を図るとともに、相談体制の環境整備
に努め、関係機関間との連携強化を図っ
た。

Ｃ：継続実施

　相談担当職員に研修を受講させ、資質の
向上を図るとともに、相談体制の環境整備
に努め、関係機関間との連携強化を図っ
た。

Ｃ：継続実施

学校教育課
　幼稚園教諭は、各研修を受講し資質の向
上を図った。

Ｃ：継続実施
　幼稚園教諭は、各研修を受講し資質の向
上を図った。

Ｃ：継続実施

民生委員・児
童委員等の活
動

　民生委員・児童委員等の活動につい
て、住民へ周知するとともに、委員の
資質の向上を図る。

健康福祉課

　５月の民生委員児童委員活動強化週間を
中心に、委員活動の周知を行ったほか、
様々な研修等を通じて委員の資質向上を
図った。また、１２月には民生委員一斉改
選を行った。

Ｃ：継続実施

　５月の民生委員児童委員活動強化週間を
中心に、委員活動の周知を行ったほか、
様々な研修等を通じて委員の資質向上を
図った。

Ｃ：継続実施

育児サークル
等住民の活動
の促進

　子育ての各種講座・教室の卒業生な
どへ、育児サークルへの参加や組織の
結成などを促進するとともに、住民へ
育児サークル等の活動についての情報
提供を図る。

子育て支援課
　乳幼児健診や育児教室の時に、子育て支
援センターや子育てサロンに関するパンフ
レット等を配布し、参加を促進した。

Ｃ：継続実施
　乳幼児健診や育児教室の時に、子育て支
援センターや子育てサロンに関するパンフ
レット等を配布し、参加を促進した。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（４４４４）　）　）　）　経済的支援経済的支援経済的支援経済的支援のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

各種手当、医
療費の助成等

　児童手当、小児医療費の助成、就学
援助など各種の経済的援助について、
国等の動向を踏まえて充実を図るとと
もに、制度を住民に周知し、利用促進
に努める。

子育て支援課

　小児医療費の助成を中学校３年生までに
拡大し、経済的援助を図った。また、子ど
も手当や小児医療の助成制度を広報誌や町
のホームページなどに掲載し、住民への周
知を図った。

Ａ：実施

　小児医療費助成などにより、経済的援助
を図った。また、子ども手当や小児医療の
助成制度を広報誌や町のホームページなど
に掲載し、住民への周知を図った。

Ｃ：継続実施

　関係機関における相談担当員の資質
の向上を図るとともに、相談しやすい
環境づくり、関係機関相互の連携の強
化を図る。

情報提供・相
談体制の充実
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　（　（　（　（５５５５）　）　）　）　保育施設保育施設保育施設保育施設におけるにおけるにおけるにおける保育保育保育保育サービスサービスサービスサービスのののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

幼児学園の整
備

　就学前のすべの子どもに必要となる
保育・教育の充実を図るため、幼保一
元化により、幼児学園としての整備を
図る。

子育て支援課
学校教育課

　仙石原幼児学園に加え、新たに湯本幼児
学園の整備を完了させ２１年４月１日から
認定こども園として運営を開始している。
また、中央幼児学園について、中央地域の
保護者と話し合いを行った。

Ｃ：継続実施
　中央幼児学園について、中央地域の保護
者との意見交換会を開催した。

Ｃ：継続実施

　子どもにとってより好ましい保育環
境を念頭に、保護者のニーズに応じた
保育サービスの充実を図る。

子育て支援課
　各保育園等においては、子どもにとって
より良い保育環境を整備し、保護者のニー
ズに応じた保育サービスを行った。

Ａ：実施
　各保育園等においては、子どもにとって
より良い保育環境を整備し、保護者のニー
ズに応じた保育サービスを行っている。

Ｃ：継続実施

　家庭の事情等を踏まえ、延長保育や
一時保育を推進する。

子育て支援課
　湯本、宮城野、仙石原保育園の３園にお
いて、一時保育を実施した。

Ｃ：継続実施
　湯本、宮城野、仙石原保育園の３園にお
いて、一時保育を実施している。

Ｃ：継続実施

　子どもたち一人ひとりの状況に応じ
たきめ細かい保育を行なえるよう、研
修等を充実し保育士の資質向上を図
る。

子育て支援課
学校教育課

　子どもたち一人ひとりの状況に応じたき
め細かい保育を行なえるよう、充実した内
容の保育研修等を行い、保育士の資質向上
を図った。

Ｃ：継続実施

　子どもたち一人ひとりの状況に応じたき
め細かい保育を行なえるよう、充実した内
容の保育研修等を行い、保育士の資質向上
を図った。

Ｃ：継続実施

幼稚園の預か
り保育

　保護者のニーズを踏まえ、幼稚園の
預かり保育の充実に努める。

学校教育課
　保護者のニーズに合った、幼稚園の預か
り保育を実施し保育の充実に努めた。

Ｃ：継続実施
　保護者のニーズに合った、幼稚園の預か
り保育を実施し保育の充実に努めた。

Ｃ：継続実施

保育園、幼稚
園等の施設整
備

　幼児学園の整備に併せ、老朽化して
いる施設の改善を図る。

子育て支援課
学校教育課

　宮城野保育園については、児童が安全安
心に生活できるよう、保育室４部屋の床の
張替を行った。

Ｃ：継続実施
　宮城野保育園給食室入口ドア修繕、箱根
幼稚園駐車場柵補修等、老朽化などによる
不具合箇所の補修を行った。

Ｃ：継続実施

子育て支援課
　保育園では、緊急通報システムを設置し
防犯体制の強化を図っている。また、防犯
訓練を実施した。

Ｃ：継続実施
　保育園では、緊急通報システムを設置し
防犯体制の強化を図っている。また、防犯
訓練を実施した。

Ｃ：継続実施

学校教育課
　幼稚園では、緊急通報システムを設置
し、防犯体制の強化を図っている。また、
防犯訓練を実施した。

Ｃ：継続実施
　幼稚園では、緊急通報システムを設置
し、防犯体制の強化を図っている。また、
防犯訓練を実施した。

Ｃ：継続実施

関係機関等の
連携

　保育園、幼稚園、町その他関係機関
が連携し、就学前児童の適切な保育、
教育を図る。

子育て支援課
学校教育課

　保育園、幼稚園、小学校、保健福祉事務
所、児童相談所等が連携し、就学前児童の
適切な保育及び教育を行った。

Ｃ：継続実施
　保育園、幼稚園、小学校、保健福祉事務
所、児童相談所等が連携し、就学前児童の
適切な保育及び教育を行っている。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（６６６６）　）　）　）　放課後児童対策放課後児童対策放課後児童対策放課後児童対策のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

放課後児童健
全育成事業

　利用者のニーズを調査し、預かり時
間の拡充や活動内容の充実、指導者の
資質の向上を図る。

子育て支援課

　各小学校学区で放課後児童クラブを開設
している。また、２３年度から１８時まで
の開所をすることとした。
指導員打合せ時にミニ研修を入れ、資質の
向上を図った。

Ｃ：継続実施

　各小学校学区で放課後児童クラブを開設
（18時まで）している。
指導員打合せ時にミニ研修を入れ、資質の
向上を図った。

Ｃ：継続実施

保育園等にお
ける保育の充
実

　保育園、幼稚園等の防犯体制の強化
を図る。

保育園、幼稚
園等における
安全の確保
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２２２２　　　　母性並母性並母性並母性並びにびにびにびに乳児及乳児及乳児及乳児及びびびび乳幼児等乳幼児等乳幼児等乳幼児等のののの健康健康健康健康のののの確保及確保及確保及確保及びびびび増進増進増進増進

　（　（　（　（１１１１）　）　）　）　母子母子母子母子のののの健康健康健康健康のののの促進促進促進促進

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　妊婦、乳幼児の健康診査の未受診者
を的確に把握し、受診を促進する。

子育て支援課

　各健診未受診者に対し、文書・電話・訪
問等で受診勧奨を実施した。乳幼児健診未
受診児の中で虐待等の危険性が高いハイリ
スクケースの場合は、関係機関間で情報を
共有する体制とした。

Ｃ：継続実施

　各健診未受診者に対し、文書・電話・訪
問等で受診勧奨を実施した。乳幼児健診未
受診児の中で虐待等の危険性が高いハイリ
スクケースの場合は、関係機関間で情報を
共有する体制とした。

Ｃ：継続実施

　ハイリスク妊婦や発達の遅れが見ら
れる子ども等への適切な対応を図る。

子育て支援課

　ハイリスク妊婦に対しては、訪問指導等
を実施した。発達の遅れが見られる、また
は疑われる子どもに対しては、必要に応じ
て専門機関との調整を行い、早期発見・早
期療育に努めた。

Ｃ：継続実施

　ハイリスク妊婦に対しては、訪問指導等
を実施した。発達の遅れが見られる、また
は疑われる子どもに対しては、必要に応じ
て専門機関との調整を行い、早期発見・早
期療育に努めた。

Ｃ：継続実施

妊婦・新生児
訪問指導

　妊産婦、新生児へ適切な時期に訪問
指導を行い、妊産婦、新生児の健康の
増進と、子育てに抱える悩みへの対応
を図る。

子育て支援課

　妊婦には、適切な時期に、産婦・新生児
には生後１か月前後に、家庭訪問を実施
し、妊産婦の心身の健康状態の確認と、新
生児の健康状態や発達確認のほか、疾病・
虐待の予防や早期発見に努めた。
※Ｈ２３年度より、こんにちは赤ちゃん訪
問（乳児全戸訪問）を実施予定。

Ｃ：継続実施

　妊婦には、適切な時期に、産婦・新生児
には生後１か月前後に、家庭訪問を実施
し、妊産婦の心身の健康状態の確認と、新
生児の健康状態や発達確認のほか、疾病・
虐待の予防や早期発見に努めた。
　こんにちは赤ちゃん訪問（乳児全戸訪
問）を実施。　45件訪問（2月まで）

Ｃ：継続実施

　より早期からのう蝕予防として妊婦
歯科健康診査を促進する。

　生まれてくる子どもへの影響を視野に入
れた妊娠期から継続して支援していくため
に、平成22年6月から妊婦歯科健康診査を開
始した。

Ｃ：継続実施
　生まれてくる子どもへの影響を視野に入
れた妊娠期から継続して支援していくため
に、妊婦歯科健康診査を実施した。

Ｃ：継続実施

　1歳児歯科教室以降、6か月毎に歯科
健康診査を実施し、幼児期のう蝕予防
を促進する。

　1歳児歯科教室以降、3歳6か月児まで6か
月毎に歯科健康診査を実施し、う蝕予防お
よび早期発見に努めた。

Ｃ：継続実施
　1歳児歯科教室以降、3歳6か月児まで6か
月毎に歯科健康診査を実施し、う蝕予防お
よび早期発見に努めた。

Ｃ：継続実施

妊婦・乳幼児
健康診査

妊婦・乳幼児
歯科健康診査

子育て支援課
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　（　（　（　（２２２２）　）　）　）　食育食育食育食育のののの推進推進推進推進

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　離乳食講習会の開催日時の工夫等、
より多くの人たちが参加できる運営に
努める。

子育て支援課

　４か月及び８～９か月児健診時に、離乳
食教室への参加を勧奨した。隔月の開催を
毎月１回の開催に変更し、より多くの人た
ちが参加できるように実施した。

Ｃ：継続実施
　毎月1回開催し、４か月及び８～９か月児
健診時に、離乳食教室への参加を勧奨し
た。

Ｃ：継続実施

　食生活改善推進事業の充実を図る。 健康福祉課

 子どもの健康食づくり教室や、主に３０～
４０代の方をねらった骨粗鬆症の予防教室
を実施した。
・幼稚園（温泉及び箱根）児を対象に食に
関する講話や野菜について考えるなどの食
教育を実施した。

Ｃ：継続実施

 親子ふれあい食教室でプランターを利用し
ての野菜づくり体験、また、食文化継承教
室で伝統食や行事食の実習・体験などを行
い食生活改善・食育の推進を図った、ま
た、主に３０～４０代の方をねらった骨粗
鬆症の予防教室を実施した。
・幼稚園（温泉及び箱根）児を対象に食に
関する講話や野菜について考えるなどの食
教育を実施した。

Ｃ：継続実施

　食生活改善推進団体等の協力によ
り、親子料理教室の開催を図る。

生涯学習課
　公民館事業として『親子料理教室』を実
施した。

Ｃ：継続実施 未実施 Ｆ：未実施

　食生活と健康などに関する情報提供
を図る。

健康福祉課

・「広報」、「町だより」、「健康だよ
り」に健康づくり及び食育に関する情報を
掲載した。
・乳幼児健診、各教室等の保健事業時にパ
ンフレット等を利用した情報提供を実施し
た。

Ｃ：継続実施

・「広報」、「町だより」、「健康だよ
り」に健康づくり及び食育に関する情報を
掲載した。
・乳幼児健診、各教室等の保健事業時にパ
ンフレット等を利用した情報提供を実施し
た。

Ｃ：継続実施

保育園、幼稚
園における食
育

　給食を通して食育の充実を図る。
子育て支援課
学校教育課

・保育者による食育に関する絵本の読み聞
かせなどを実施した。
・小田原漆器を使用した行事食を実施し
た。
・園児保護者を対象とした給食試食会・食
教育を実施した。
・給食に使用する旬の食材等に触れる食育
を実施した。
・保護者と園児に対してサンプルの掲示を
実施した。
・｢給食たより｣などの配布物による食に関
する情報提供を実施した。

Ｃ：継続実施

・保育者による食育に関する絵本の読み聞
かせなどを実施した。
・小田原漆器を使用した行事食を実施し
た。
・園児保護者を対象とした給食試食会・食
教育を実施した。
・給食に使用する旬の食材等に触れる食育
を実施した。
・保護者と園児に対してサンプルの掲示を
実施した。
・｢給食たより｣などの配布物による食に関
する情報提供を実施した。

Ｃ：継続実施

食生活に関す
る学習機会
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事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　給食を通して食育の充実を図る。 学校教育課

　給食時間には、栄養士が各学級を巡回
し、食育指導を行っている。また、学級担
任と養護教諭、栄養士が中心となって、総
合的な学習時間や家庭科、社会科など各教
科の中で、食育に関する教育を実施した。

Ｃ：継続実施

　給食時間には、栄養士が各学級を巡回
し、食育指導を行っている。また、学級担
任と養護教諭、栄養士が中心となって、総
合的な学習時間や家庭科、社会科など各教
科の中で、食育に関する教育を実施してい
る。

Ｃ：継続実施

　学校給食の内容などに関して、保護
者や子どもへの情報提供に努める。

学校教育課

　栄養士が作成した「献立表」・「給食だ
より」や養護教諭が作成した「保健だよ
り」を発行したほか、試食会等様々な機会
で保護者等に対し、給食の内容や食の大切
さについて情報提供や意見交換を実施し
た。また、「お弁当の日」を実施し、家庭
と連携した食育を実施した。

Ｃ：継続実施

　栄養士が作成した「献立表」・「給食だ
より」や養護教諭が作成した「保健だよ
り」を発行したほか、試食会等様々な機会
で保護者等に対し、給食の内容や食の大切
さについて情報提供や意見交換を実施し
た。また、「お弁当の日」を実施し、家庭
と連携した食育を実施した。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（３３３３）　）　）　）　思春期保健対策思春期保健対策思春期保健対策思春期保健対策のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

学校教育課
　保健部門との連携の基に、養護教諭及び
担任教諭が中心となり児童生徒に対し、健
全な生活に関する指導を図った。

Ｃ：継続実施
　保健部門との連携の基に、養護教諭及び
担任教諭が中心となり児童生徒に対し、健
全な生活に関する指導を図った。

Ｃ：継続実施

子育て支援課
　学校保健部門との連携が必要な子どもに
ついては、個別に対応することで実施し
た。

Ｂ：一部実施
　学校保健部門との連携が必要な子どもに
ついては、個別に対応することで実施し
た。

Ｂ：一部実施

学校教育課

　子どもたちの悩みごとに対し、スクール
カウンセラーや適応指導教諭を配置した
他、学校教育指導員を雇用するなど、相談
できる環境を整えた。

Ｃ：継続実施

　子どもたちの悩みごとに対し、スクール
カウンセラーや適応指導教諭を配置した
他、学校教育指導員を雇用するなど、相談
できる環境を整えた。
　また、教育支援室の直通電話番号とメー
ルアドレスを町HPと広報誌に掲載し、相談
しやすい環境づくりを図った。

Ｃ：継続実施

子育て支援課

　市町村が児童に関する一義的な相談支援
機関として位置づけられたことを受け、
「子どもに関する総合窓口」を開設したこ
とについて広報等で周知した。

Ｃ：継続実施

　市町村が児童に関する一義的な相談支援
機関として位置づけられたことを受け、
「子どもに関する総合窓口」を開設したこ
とについて広報等で周知した。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（４４４４）　）　）　）　小児医療小児医療小児医療小児医療のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

医療体制の整
備促進

　広域的な連携のもと、救急医療体制
の強化を図る。

健康福祉課

　休日急患救急医療推進事業、休日夜間急
患診療所運営事業及び広域二次病院群輪番
制事業を実施し、広域的な連携のもと、救
急医療を行った。

Ｃ：継続実施

　休日急患救急医療推進事業、休日夜間急
患診療所運営事業及び広域二次病院群輪番
制事業を実施し、広域的な連携のもと、救
急医療を行った。

Ｃ：継続実施

かかりつけ医
の促進

　保健活動や保健だよりなどを活用し
て、かかりつけ医の促進を図る。

健康福祉課
　かかりつけ医を促進するため、広報、保
健だよりに町内医療機関一覧表を掲載し、
その必要性をＰＲした。

Ｃ：継続実施
　かかりつけ医を促進するため、広報、保
健だよりに町内医療機関一覧表を掲載し、
その必要性をＰＲした。

Ｃ：継続実施

　子どもたちの悩みごとなどに対し
て、日頃から気軽に相談できる環境づ
くりに努める。

悩みごとの相
談体制の充実

学校教育にお
ける食育

　学校と保健部門との連携を強化し、
子どもの健康な心身をつくるための適
切な指導を図る。

健全な生活の
指導
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３３３３　　　　子子子子どものどものどものどもの健健健健やかなやかなやかなやかな成長成長成長成長にににに資資資資するするするする教育環境教育環境教育環境教育環境のののの整備整備整備整備

　（　（　（　（１１１１）　）　）　）　次代次代次代次代のののの親親親親のののの育成育成育成育成

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

子育て支援課 　未実施 Ｆ：未実施 　未実施 Ｆ：未実施

学校教育課

　各小・中学校が、幼稚園・保育園との交
流学習(運動会、学習発表会等）を実施し
た。また、中学生がボランティア活動とし
て、幼稚園・保育園に行った。

Ｃ：継続実施

　各小・中学校が、幼稚園・保育園との交
流学習(運動会、学習発表会等）を実施し
た。また、中学生がボランティア活動とし
て、幼稚園・保育園に行った。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（２２２２）　）　）　）　幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

幼児学園の整
備

　就学前のすべての子どもに必要とな
る保育・教育の充実を図るため、幼保
一元化により、幼児学園としての整備
を図る。

子育て支援課
学校教育課

　仙石原幼児学園に加え、湯本幼児学園も
認定こども園として運営を開始している。
また、中央幼児学園について、中央地域の
保護者と話し合いを行った。

Ｂ：一部実施
　中央幼児学園について、中央地域の保護
者との意見交換会を開催した。
（23/11/16：さくら館）

Ｃ：継続実施

教育内容の充
実

　社会環境の変化や保護者のニーズ等
に対応できるよう、教職員の研修等を
充実するとともに、教育内容の充実を
図る。

学校教育課
　幼保教職員の研修機会を設けたほか､園内
研究には指導主事が加わり､幼児教育の充実
に努めた｡

Ｃ：継続実施
　幼保教職員の研修機会を設けたほか､園内
研究には指導主事が加わり､幼児教育の充実
に努めた｡

Ｃ：継続実施

生きた英語教
育の充実

　町立小中学校に外国人講師を派遣
し、総合的な学習の時間や特別活動等
において、国際理解教育を積極的に推
進する。
また、幼児期における国際理解教育の
あり方を研究する。

学校教育課

　母国語を英語とする（ネイティブ・ス
ピーカ）英語講師を小中学校及び箱根幼稚
園に派遣、フルタイム1名は中学校と小学校
高学年を、パートタイム1名は小学校低学年
と箱根幼稚園を担当し、国際理解教育の充
実に努めた。

Ｃ：継続実施

　母国語を英語とする（ネイティブ・ス
ピーカ）英語講師を小中学校及び箱根幼稚
園に派遣、フルタイム1名は中学校と小学校
高学年を、パートタイム1名は小学校低学年
と箱根幼稚園を担当し、国際理解教育の充
実に努めた。

Ｃ：継続実施

幼稚園、保育
園等における
安全の確保

　幼稚園、保育園等の防犯体制の強化
を図る。

子育て支援課
学校教育課

　保育園、幼稚園では、緊急通報システム
を設置し、防犯体制の強化を図った。ま
た、防犯訓練を実施した。

Ｃ：継続実施
　保育園、幼稚園では、緊急通報システム
を設置し、防犯体制の強化を図った。ま
た、防犯訓練を実施した。

Ｃ：継続実施

幼稚園、保育
園、小学校等
との連携

　子どもの一貫した健康や生活習慣の
確立、学習の推進を図るため、幼稚園
と保育園、小学校等との連携を推進す
る。

子育て支援課
学校教育課

　保育園・幼稚園では、子どもの一貫した
健康や生活習慣の確立と学習の推進を図る
ため、小学校等との合同研修や話し合いの
場を設けるなどして連携に努めた。

Ｃ：継続実施

　保育園・幼稚園では、子どもの一貫した
健康や生活習慣の確立と学習の推進を図る
ため、小学校等との合同研修や話し合いの
場を設けるなどして連携に努めた。

Ｃ：継続実施

乳幼児等とふ
れあう機会の
促進

　学校教育と保健事業が連携し、「赤
ちゃんふれあい体験教室」等の機会の
拡充を図る。
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　（　（　（　（３３３３）　）　）　）　学校教育学校教育学校教育学校教育のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　時代の要請や社会環境の変化等を踏
まえ、各学校ごとに特色のある教育の
推進に努める。

学校教育課

　人、自然、郷土のふれあい等、豊富な体
験学習を通じ豊かな心を育む教育を推進し
た。
　少子化に伴い、学校間の交流や国内・国
際交流活動を通じ教育の向上を図った。

Ｃ：継続実施

　人、自然、郷土のふれあい等、豊富な体
験学習を通じ豊かな心を育む教育を推進し
た。
　少子化に伴い、学校間の交流や国内・国
際交流活動を通じ教育の向上を図った。

Ｃ：継続実施

　教職員研修の充実と参加促進、ま
た、学校間の交流を図る。

学校教育課

　教職員に対し、教育的ニーズや今日的課
題解決に向けた内容の研修を実施した。ま
た、地域教育、英語、パソコン等の研修に
より、箱根教育の充実を図った。

Ｃ：継続実施

　教職員に対し、教育的ニーズや今日的課
題解決に向けた内容の研修を実施した。ま
た、地域教育、英語、パソコン等の研修に
より、箱根教育の充実を図った。

Ｃ：継続実施

部活動の充実
　部活動指導者として住民の参画を図
る。

学校教育課
　運動部活動の活性化を図るため民間指導
員を登用した。

Ｃ：継続実施
　運動部活動の活性化を図るため民間指導
員を登用した。

Ｃ：継続実施

生きた英語教
育の充実

　町立小中学校に外国人講師を派遣
し、総合的な学習の時間や特別活動等
において、国際理解教育を積極的に推
進する。
また、幼児期における国際理解教育の
あり方を研究する。

学校教育課

　母国語を英語とする（ネイティブ・ス
ピーカ）英語講師を小中学校及び箱根幼稚
園に派遣、フルタイム1名は中学校と小学校
高学年を、パートタイム1名は小学校低学年
と箱根幼稚園を担当し、国際理解教育の充
実に努めた。

Ｃ：継続実施

　母国語を英語とする（ネイティブ・ス
ピーカ）英語講師を小中学校及び箱根幼稚
園に派遣、フルタイム1名は中学校と小学校
高学年を、パートタイム1名は小学校低学年
と箱根幼稚園を担当し、国際理解教育の充
実に努めた。

Ｃ：継続実施

健康教育の推進

　保健事業との連携を図りながら、各
種冊子の活用や講演会、研修会への参
加などを通じ、子どもの健康の向上を
図る。

学校教育課

　学校においては、養護教諭が「保健だよ
り」等を作成し、情報提供を行う他、校内
保健委員会が中心となって、児童生徒や保
護者に対して、心身の健康を大切にした教
育の推進を実施した。また、学校内だけで
はなく、家庭や地域関係機関との連携を深
めた指導やサポート体制の強化を図ったも
の。

Ｃ：継続実施

　学校においては、養護教諭が「保健だよ
り」等を作成し、情報提供を行う他、校内
保健委員会が中心となって、児童生徒や保
護者に対して、心身の健康を大切にした教
育の推進を実施した。また、学校内だけで
はなく、家庭や地域関係機関との連携を深
めた指導やサポート体制の強化を図ったも
の。

Ｃ：継続実施

心の育成の推
進

　子どもたちが人に対する思いやりの
心、強い意志を持った豊かな人間性の
ある大人に育っていけるよう、福祉体
験などの活動を推進する。

学校教育課
 小学校がさくら館において福祉の体験学習
を実施する他、幼稚園との交流学習も体験
した。

Ｃ：継続実施

 小学校がさくら館にて福祉の体験学習を実
施する他、幼稚園との交流学習も体験し
た。
　中学校では町内福祉施設にて介護体験を
実施した。

Ｃ：継続実施

悩みごとの相
談体制

　子どもたちの悩みごとなどに対し
て、日頃から気軽に相談できる環境づ
くりに努める。

学校教育課

　子どもの悩みごとなどに対し、スクール
カウンセラーを配置するとともに、教育支
援室において、児童からの相談体制を確立
した。

Ｃ：継続実施

　子どもたちの悩みごとに対し、スクール
カウンセラーや適応指導教諭を配置した
他、学校教育指導員を雇用するなど、相談
できる環境を整えた。
　また、教育支援室の直通電話番号とメー
ルアドレスを町HPと町広報誌に掲載し、相
談しやすい環境づくりを図った。

Ｃ：継続実施

　いじめ、不登校等の防止、適切な対
応を図るため、教職員と相談員との連
携を図る。

学校教育課
　教育支援室と学校との情報交換及び教育
相談員の学校訪問を実施し、不登校等防止
に対する適切な対応を図った。

Ｃ：継続実施
　教育支援室と学校との情報交換及び教育
相談員の学校訪問を実施し、不登校等防止
に対する適切な対応を図った。

Ｃ：継続実施

　「適応指導教室」や指導員訪問体制
の充実を図る。（「適応指導教室」
は、平成19年度より「教育支援室」に
変更）

学校教育課
　いじめや不登校等に対応するため、教育
支援室や教育相談員の学校訪問に対する体
制の整備を図った。

Ｃ：継続実施
　いじめや不登校等に対応するため、教育
支援室や教育相談員の学校訪問に対する体
制の整備を図った。

Ｃ：継続実施

教育内容の充
実

いじめ、不登
校等への対応

9 



事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　学校評議員の活用や学校評価システ
ムの導入など、住民の参画による学校
づくりを図る。

学校教育課

　住民の参画による学校づくりを図るた
め、学校評議員制度を活用するほか、２０
年度からは学校評価も導入し、住民の意見
を聴き､学校運営に適切に反映している。

Ｃ：継続実施

　住民の参画による学校づくりを図るた
め、学校評議員制度を活用するほか、学校
評価による住民の意見を学校運営に適切に
反映している。

Ｃ：継続実施

　公開事業の開催や「学校へ行こう週
間」などを通じ、地域に開かれた学校
づくりを図る。

学校教育課
　地域に開かれた学校づくりを図るため、
すべての幼稚園小・中学校において学校公
開を実施した｡

Ｃ：継続実施
　地域に開かれた学校づくりを図るため、
すべての幼稚園小・中学校において学校公
開を実施した｡

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（４４４４）　）　）　）　学校教育環境学校教育環境学校教育環境学校教育環境のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　学校生活の安全を最優先に、学校施
設の整備を図る。

学校教育課
　小・中学校の老朽化している施設を整備
し、学校生活の安全性の向上を図った。

Ｃ：継続実施
　箱根の森小学校体育館の屋根改修や箱根
中学校の管理棟防水改修等施設の整備を
図った。

Ｃ：継続実施

　学習活動に必要な機器など、教育設
備の整備を図る。

学校教育課
  音楽室の音響設備等の教育設備機器の更
新及び修繕を実施し、教育環境設備を低下
させることなく保持した。

Ｃ：継続実施
　箱根中学校体育館の照明設備等の教育環
境設備の整備を図った。

Ｃ：継続実施

学校の安全対
策の強化

　地域住民の参画を得ながら、学校に
おける防犯対策の強化を図る。

学校教育課

　地域住民に登下校時における見守り体制
の協力を依頼し､児童の安全確保を図った
他、各校において不審者侵入時の対応訓練
を実施し、防犯対策の強化を図った。

Ｃ：継続実施

　地域住民に登下校時における見守り体制
の協力を依頼し､児童の安全確保を図った
他、各校において不審者侵入時の対応訓練
を実施し、防犯対策の強化を図った。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（５５５５）　）　）　）　家庭家庭家庭家庭のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

学校教育課

　幼稚園では、保護者会や行事等を通し、
家庭教育の場の充実を図った。また、家庭
教育講座を開催したり、保育園、小・中学
校と話し合い等を設け相互理解を深めた。

Ｃ：継続実施

　幼稚園では、保護者会や行事等を通し、
家庭教育の場の充実を図った。また、家庭
教育講座を開催したり、保育園、小・中学
校と話し合い等を設け相互理解を深めた。

Ｃ：継続実施

子育て支援課

　保育園では、保護者会や行事等を通し、
家庭教育の場の充実を図った。また、幼稚
園の主催で行われた家庭教育講座に参加し
たり幼稚園、小・中学校と話し合い等を設
け相互理解を深めた。

Ｃ：継続実施

　保育園では、保護者会や行事等を通し、
家庭教育の場の充実を図った。また、幼稚
園の主催で行われた家庭教育講座に参加し
たり幼稚園、小・中学校と話し合い等を設
け相互理解を深めた。

Ｃ：継続実施

学校教育課
　幼稚園では、子どもの教育、養育等を記
載した「園だより」の発行や掲示物等を通
して情報提供をした。

Ｃ：継続実施
　幼稚園では、子どもの教育、養育等を記
載した「園だより」の発行や掲示物等を通
して情報提供をした。

Ｃ：継続実施

子育て支援課
　育児教室等の各保健事業の実施時に、養
育等に係ることの他、家庭教育に関するこ
とについても情報提供した。

Ｃ：継続実施
　育児教室等の各保健事業の実施時に、養
育等に係ることの他、家庭教育に関するこ
とについても情報提供した。

Ｃ：継続実施

　保育園、幼稚園、小・中学校におけ
る家庭教育の場の充実を図るととも
に、相互の連携を強化する。

学校施設・設
備の整備

　さまざまな媒体や方法を活用し、子
どもの教育、養育等に係る情報提供を
推進する。

学習機会、情
報提供

家庭、地域と
の連携による
学校づくり
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事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

学校教育課

　地域行事(子供会・育成会等、健民祭、地
域等の祭)への参加。
　学校行事(美化清掃・地域の職場体験学
習、昔ながらのあそびや暮らしの伝承、芦
ノ湖でマスの稚魚放流、交通安全教室)の参
加。

Ｃ：継続実施

　地域行事(子供会・育成会等、健民祭、地
域等の祭)への参加。
　学校行事(美化清掃・地域の職場体験学
習、昔ながらのあそびや暮らしの伝承、芦
ノ湖でマスの稚魚放流、交安全教室)の参
加。

Ｃ：継続実施

生涯学習課
　地域青少年育成会がキャンプなどを行
い、子どもたちに体験活動の場を提供し
た。

Ｃ：継続実施
　地域青少年育成会がキャンプなどを行
い、子どもたちに体験活動の場を提供し
た。

Ｃ：継続実施

　青少年育成会の活動を促進する。 生涯学習課
　各地域青少年育成会の活動を促進するた
め、青少年指導員等との連携を強化した。

Ｃ：継続実施
　各地域青少年育成会の活動を促進するた
め、青少年指導員等との連携を強化した。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（６６６６）　）　）　）　地域地域地域地域のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

生涯学習課
　郷土資料館職員による『わらじづくり体
験』及び『わらじで石畳を歩く』などを各
小中学校で実施した。

Ｃ：継続実施
　郷土資料館職員による『わらじづくり体
験』及び『わらじで石畳を歩く』などを町
内小学校等で実施した。

Ｃ：継続実施

学校教育課

　地域行事（子供会・育成会等、健民祭、
地域等の祭）への参加。
　学校行事（美化清掃・地域の職場体験学
習、昔ながらのあそびや暮らしの伝承、交
通安全教室）の参加。

Ｃ：継続実施

　地域行事（子供会・育成会等、健民祭、
地域等の祭）への参加。
　学校行事（美化清掃・地域の職場体験学
習、昔ながらのあそびや暮らしの伝承、交
通安全教室）の参加。

Ｃ：継続実施

地域の人材の
活用

　さまざまな知識や技能を持つ地域の
人材の「箱根町地域人材登録者制度」
への登録を促進する。

生涯学習課 検討中 Ｄ：検討中 検討中 Ｄ：検討中

　各種のスポーツ教室などを開催す
る。

生涯学習課

　スポーツ機会の充実を図るため、元全日
本ヘッドコーチや元日本代表によるバス
ケットボール教室を実施した。また、県と
の協働事業においてサッカー教室を実施し
た。

Ｃ：継続実施
　スポーツ機会の充実を図るため、元全日
本ヘッドコーチや元日本代表によるバス
ケットボール教室を実施した。

Ｃ：継続実施

　スポーツ少年団など、地域の活動へ
の子どもたちの参加を促進する。

生涯学習課
　スポーツ少年団の指導者と協力しなが
ら、子どもたちの地域活動への参加促進を
図った。

Ｃ：継続実施
　スポーツ少年団の指導者と協力しなが
ら、子どもたちの地域活動への参加促進を
図った。

Ｃ：継続実施

　総合型地域スポーツクラブについて
調査・研究する。

生涯学習課
　学校施設開放利用団体にパンフレット配
布、啓発を行った。

Ｃ：継続実施
　学校施設開放利用団体にパンフレット配
布、啓発を行った。また、県体育センター
に依頼し、講習会を開催した。

Ｃ：継続実施

地域における
スポーツ機会
の充実

　地域住民の協力のもと、子どもたち
のさまざまな体験活動などを推進す
る。地域における

活動の促進

地域資源の活
用

　子どもたちがさまざまな体験活動や
交流などを行えるよう、本町の豊かな
自然環境や文化財、観光関連も含めた
各種施設などを活用していく。
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　（　（　（　（７７７７）　）　）　）　健全育成健全育成健全育成健全育成のののの環境環境環境環境づくりづくりづくりづくり

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

健全育成活動
の推進

　青少年関係団体、社会教育関係団体
等の活動を促進する。

生涯学習課

　青少年指導員を中心に、各地域青少年育
成会、高校保護者会など、青少年・社会教
育関係団体と連携して、青少年の健全育成
についての取り組みを実施した。

Ｃ：継続実施

　青少年指導員を中心に、各地域青少年育
成会、高校保護者会など、青少年・社会教
育関係団体と連携して、青少年の健全育成
についての取り組みを実施した。

Ｃ：継続実施

有害環境の改
善

　街頭パトロールなどの運動や、地域
の商店や事業所等の協力により、地域
の有害環境の改善を図る。

生涯学習課

　青少年指導員が地域商店の協力により、
有害図書の陳列の実態について調査を行う
とともに、青少年育成会を中心とした街頭
パトロールを実施した。

Ｃ：継続実施

　青少年指導員が事業所等の協力により、
カラオケボックスの実態について調査を
行ったほか、青少年育成会を中心とした街
頭パトロールを実施した。

Ｃ：継続実施

４４４４　　　　子育子育子育子育てをてをてをてを支援支援支援支援するするするする生活環境生活環境生活環境生活環境のののの整備整備整備整備

　（　（　（　（１１１１）　）　）　）　子育子育子育子育てしやすいてしやすいてしやすいてしやすい住環境住環境住環境住環境づくりづくりづくりづくり

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　子育て世帯が暮らしやすい設備に配
慮しながら、町営住宅の整備に努め
る。

健康福祉課
　前田、小涌谷、宮城野、仙石原町営住宅
の居室にカメラ機能付きインターホン設備
を設置。

Ａ：実施
　住居の安心・安全に配慮した維持補修を
行った。

Ｃ：継続実施

「箱根町子育て勤労者支援住宅」につ
いては、入居者ニーズを十分踏まえた
上で、計画的に良質な住環境の向上に
努める。

子育て支援課
　良質な住環境の提供のため、修繕工事等
を執行した。

Ｃ：継続実施
　良質な住環境の提供のため、修繕工事等
を執行した。

Ｃ：継続実施

都市整備課
　公共施設のユニバーサルデザイン化など
快適な居住空間の形成を進めた。

Ｃ：継続実施
　公共施設のユニバーサルデザイン化など
快適な居住空間の形成を進めた。

Ｃ：継続実施

企画課

　個人住宅取得資金利子補給制度及び保証
料補助金制度の活用により、定住化を図っ
た。
・空き家・空き室情報のホームページ掲載
・宅相談窓口の設置

Ｃ：継続実施

　個人住宅取得資金利子補給制度及び保証
料補助金制度の活用により、定住化を図っ
た。
・空き家・空き室情報のホームページ掲載
・住宅相談窓口の設置

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（２２２２）　）　）　）　安全安全安全安全なななな道路環境道路環境道路環境道路環境のののの整備整備整備整備

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　地権者の理解と協力を得ながら、計
画的に道路、歩道の整備を図る。

都市整備課 町道宮185号線道路整備工事　L=144.1m Ｃ：継続実施 町道宮185号線道路整備工事　L=165.0m Ｃ：継続実施

　既存駐車場の有効活用を図るととも
に、民間の協力のもと、駐車場の確保
を図る。

都市整備課

　指定管理者による駐車場管理を実施し
た。
・宮ノ下・宮ノ下上町駐車場
・八丁駐車場

Ｃ：継続実施
　指定管理者制度を導入して既存駐車場の
有効活用を図った。

Ｃ：継続実施

　国・県道については、道路管理者へ
整備推進を働きかけ、事業促進のため
の支援協力を行う。

都市整備課
　国・県に対し、道路、歩道整備の要望を
行ったほか、地権者との交渉を行った。

Ｃ：継続実施
　国・県に対し、道路、歩道整備の要望を
行ったほか、事業の促進を図った。

Ｃ：継続実施

子育て世帯向
けの住宅の供
給

　総合的・計画的なまちづくり施策と
連携を図り、少子化へ対応した住環境
の整備を図る。

道路、歩道等
の整備

居住環境の向
上
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事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

都市整備課

　交通安全施設整備工事
・道路反射鏡設置　13箇所整備
・防護柵設置　　 　3箇所整備
・区画線設置　　　   2,345.4m

Ｃ：継続実施

　交通安全施設整備工事
・道路反射鏡設置　9箇所整備
・防護柵設置　　 　1箇所整備
・区画線設置　　　   4,870m

Ｃ：継続実施

総務課

　町設置の交通安全施設を点検整備し、施
設の維持管理を行った。
・道路反射鏡の整備
・十字・T字路面表示
・道路横断旗の整備

Ｃ：継続実施

　町設置の交通安全施設を点検整備し、施
設の維持管理を行った。
・道路反射鏡の整備
・十字・T字路面表示
・道路横断旗の整備

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（３３３３）　）　）　）　子育子育子育子育てにやさしいてにやさしいてにやさしいてにやさしい町町町町のののの環境環境環境環境

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

財務課
　新たな整備などは行っていないが、引き
続き子育てにやさしい施設、設備を整えて
いきたい。

Ｃ：継続実施
新たな整備などは行っていないが、引き続
き子育てにやさしい施設、設備を整えてい
きたい。

Ｃ：継続実施

観光課
　森のふれあい館で授乳希望者に事務所奥
の和室を開放している。また女子トイレに
ベビーベットを設置し対応している。

Ｂ：一部実施

　森のふれあい館では授乳希望者に事務所
奥の和室を開放している。また女子トイレ
にベビーベットを設置し対応している。
　湖尻公衆トイレにおいては女子トイレに
あるベビーシートを改修した。

Ｂ：一部実施

　バス、電車および駅舎など公共交通
の移動円滑化を促進するため、交通事
業者への改善要望や必要に応じた支援
協力を行う。

都市整備課
　鉄道事業者に対して、バリアフリー化を
含む要望を行った。

Ｃ：継続実施
　鉄道事業者に対して、バリアフリー化を
含む要望を行った。

Ｃ：継続実施

バリアフリー
施設の情報提
供

　子育て世帯の利用に配慮した施設・
設備の整備情報を町内・外に広く発信
し、子育て環境の向上につなげる。

子育て支援課

　子育て世帯の利用に配慮したバリアフ
リーに関する情報を保育園等に紹介し、子
育て環境の向上につなげていくことを検討
している。

D:検討中

　子育て世帯の利用に配慮したバリアフ
リーに関する情報を保育園等に紹介し、子
育て環境の向上につなげていくことを検討
している。

Ｃ：継続実施

５５５５　　　　職業生活職業生活職業生活職業生活とととと家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活とのとのとのとの両立両立両立両立のののの推進推進推進推進

　（　（　（　（１１１１）　）　）　）　男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のののの意識意識意識意識づくりづくりづくりづくり

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

企画課
　「はこね男女共同参画推進プラン」を町
の広報やホームページに掲載し、事業所に
周知を図っている。

Ｃ：継続実施
　「はこね男女共同参画推進プラン」を町
の広報やホームページに掲載し、事業所に
周知を図っている。

Ｃ：継続実施

観光課
　男女平等の視点に立った雇用環境の整備
が図られるよう事業者に対し、普及啓発を
行っている。

Ｃ：継続実施
　男女平等の視点に立った雇用環境の整備
が図られるよう事業者に対し、普及啓発を
行っている。

Ｃ：継続実施

子育てへの男
性の参画促進

　はこね男女共同参画推進プランによ
り、男女共同参画の意識づくりを図り
ます。

企画課

・講演会の開催（H23.2.8)
  テーマ「子育てにおける男女共同参画」
・啓発紙の発行（H23.3）
・女性の人材登録制度の周知

Ｃ：継続実施

「はこね男女共同参画推進プラン」におけ
る施策内容の実施状況等について各課へ照
会し、取りまとめ、進行管理を行った。ま
た、男女共同参画の意識啓発のための記事
を広報誌へ掲載した。

Ｃ：継続実施

公共施設・公
共交通機関等
のバリアフ
リー化

　地域の要望を踏まえながら、交通安
全施設の整備を図る。

交通安全施設
の整備

　男女平等の視点に立った雇用環境の
整備に努める。

　公共施設等における段差の解消や授
乳室等の設置など、子育て世帯が利用
しやすい施設・設備の促進に努める。

事業所におけ
る子育て支援
の促進
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６６６６　　　　子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの安全安全安全安全のののの確保確保確保確保

　（　（　（　（１１１１）　）　）　）　交通安全活動交通安全活動交通安全活動交通安全活動のののの推進推進推進推進

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

子育て支援課
　保育園では、交通安全教室を開催し交通
安全教育を推進した。

Ｃ：継続実施
　保育園では、交通安全教室を開催し交通
安全教育を推進した。

Ｃ：継続実施

学校教育課
　幼稚園では、交通安全教室を開催し交通
安全教育を推進した。

Ｃ：継続実施
　幼稚園では、交通安全教室を開催し交通
安全教育を推進した。

Ｃ：継続実施

総務課
　県くらし安全指導員により各小学校をは
じめ、保育園・幼稚園にて交通安全教室を
行った。

Ｃ：継続実施
　県くらし安全指導員や幼児交通安全指導
員により各小学校をはじめ、保育園・幼稚
園にて交通安全教室を行った。

Ｃ：継続実施

　さまざまな機会を活用しながら、年
代等に応じた交通安全教育を推進す
る。

総務課

　育児ｻｰｸﾙ時に未就園児及び保護者向けに
交通安全教室を行った。また、小学校では
低学年・高学年に分け、年代別に交通安全
教室を行った。

Ｃ：継続実施

　育児ｻｰｸﾙ時に未就園児及び保護者向けに
交通安全教室を行った。また、小学校では
低学年・高学年に分け、年代別に交通安全
教室を行った。

Ｃ：継続実施

　交通安全にかかる指導者の確保に努
める。

総務課
　警察官ＯＢを交通防犯担当として臨時雇
用し、小学校での交通安全教室時等におい
て指導を行った。（平成19年度から）

Ｃ：継続実施
　警察官ＯＢを交通防犯担当として臨時雇
用し、小学校での交通安全教室時等におい
て指導を行った。（平成19年度から）

Ｃ：継続実施

　警察や関係機関等による交通安全運
動を促進する。

総務課
　各季における交通安全運動時等において
警察・関係団体と連携し、広報啓発活動を
行った。

Ｃ：継続実施
　各季における交通安全運動時等において
警察・関係団体と連携し、広報啓発活動を
行った。

Ｃ：継続実施

チャイルド
シート着用の
啓発

　保健事業などさまざまな機会を活用
して、チャイルドシートの着用の啓発
と助成制度の周知を図る。

子育て支援課 　法的に義務付けられているため未実施。 Ｆ：未実施 　法的に義務付けられているため未実施。 Ｆ：未実施

　（　（　（　（２２２２）　）　）　）　防犯活動防犯活動防犯活動防犯活動のののの推進推進推進推進

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　警察を中心とした地域の防犯体制の
強化を促進する。

総務課
　小田原地方防犯協会に委託し箱根町の防
犯体制の強化を図った。

Ｃ：継続実施
　小田原地方防犯協会に委託し箱根町の防
犯体制の強化を図った。

Ｃ：継続実施

総務課
　警察・自治会等関係団体が協力しながら
防犯キャンペーン・防犯パトロール等を
行った。

Ｃ：継続実施
　警察・自治会等関係団体が協力しながら
防犯キャンペーン・防犯パトロール等を
行った。

Ｃ：継続実施

学校教育課

　不審者情報があった際には、警察（派出
所）と連携をとるとともに、各学校・施設
にも連絡をし、防犯活動及び防犯意識の向
上に努めた。

Ｃ：継続実施

　不審者情報があった際には、警察（派出
所）と連携をとるとともに、各学校・施設
にも連絡をし、防犯活動及び防犯意識の向
上に努めた。

Ｃ：継続実施

総務課
　県くらし安全指導員による防犯教室等の
開催についての周知を行った。

Ｃ：継続実施
　県くらし安全指導員による防犯教室等の
開催についての周知を行った。

Ｃ：継続実施

学校教育課
　一部の学校において児童向けにくらし安
全指導員による防犯教室を実施し、その
他、防犯教室を行った。

Ｃ：継続実施
　一部の学校において児童向けにくらし安
全指導員による防犯教室を実施し、その
他、防犯教室を行った。

Ｃ：継続実施

　保育園、幼稚園、小・中学校におけ
る子どもたちへの交通安全教育を推進
する。

　警察、関係機関との連携を強化する
とともに、住民や学校等の参画を得な
がら、地域における防犯活動の充実を
図る。防犯体制・活

動の促進

　庁内関係課、関係機関等の連携によ
り、親子への防犯教室の開催を検討す
る。

交通安全教育
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事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

防犯体制・活
動の促進

　庁内関係課、関係機関等の連携によ
り、親子への防犯教室の開催を検討す
る。

総務課
　親子への防犯教室は未実施であるが、
様々な機会をとらえ防犯を含めた講話を
行っている。

Ｃ：継続実施
　親子への防犯教室は未実施であるが、
様々な機会をとらえ防犯を含めた講話を
行っている。

Ｃ：継続実施

　神奈川県警察による情報システム等
を活用するとともに、関係機関の連携
を強化し、防犯に関する情報提供に努
める。

総務課
　県・警察等から提供を受けた防犯情報等
を自治会等に提供するとともに、必要に応
じ町民への広報を行った。

Ｃ：継続実施
　県・警察等から提供を受けた防犯情報等
を自治会等に提供するとともに、必要に応
じ町民への広報等情報提供を行った。

Ｃ：継続実施

子育て支援課

　教育委員会から不審者の出現などの情報
連絡が保育園に入るので、園ではこの通報
により、園児や保護者に対し周知及び注意
喚起を図った。

Ｃ：継続実施

　教育委員会から不審者の出現などの情報
連絡が保育園に入るので、園ではこの通報
により、園児や保護者に対し周知及び注意
喚起を図った。

Ｃ：継続実施

学校教育課
　不審者情報について速やかに各学校､園に
連絡し､周知徹底を図った｡

Ｃ：継続実施
　不審者情報について速やかに各学校､園に
連絡し､周知徹底を図った｡

Ｃ：継続実施

７７７７　　　　要保護児童要保護児童要保護児童要保護児童へのへのへのへの対応対応対応対応などきめなどきめなどきめなどきめ細細細細かなかなかなかな取組取組取組取組みのみのみのみの推進推進推進推進

　（　（　（　（１１１１）　）　）　）　児童虐待防止対策児童虐待防止対策児童虐待防止対策児童虐待防止対策のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　保育園、幼稚園、小・中学校におい
て、保護者への人権意識の啓発をはか
る。

子育て支援課
学校教育課

　保育園・幼稚園では、「園だより」や保
護者会等で人権意識の啓発を図った。

Ｃ：継続実施
　幼稚園では、「園だより」や保護者会等
で人権意識の啓発を図った。

Ｃ：継続実施

子育て支援課

　出産育児教室や親子が集まる子育て支援
センターにおいて、子どもの命の大切さに
ついての講義などを実施し、人権意識の向
上を図った。

Ｃ：継続実施

　出産育児教室や親子が集まる子育て支援
センターにおいて、子どもの命の大切さに
ついての講義などを実施し、人権意識の向
上を図った。

Ｃ：継続実施

生涯学習課
　各小中学校ＰＴＡに対し、下郡各町との
連絡をとりながら、冊子等による広報を行
い、啓発を図った。

Ｃ：継続実施
　各小中学校ＰＴＡに対し、下郡各町との
連絡をとりながら、冊子等による広報を行
い、啓発を図った。

Ｃ：継続実施

　さまざまな講座、教室、講演会等を
活用し、住民全体の人権意識の高揚を
図る。

健康福祉課

　人権特設相談を2回開設した。
　町内小・中学校の児童、生徒に対し啓発
物品等を配布し人権意識の高揚を図った。

Ｃ：継続実施
・特設人権相談を2回開設した。
・町内小・中学校の児童、生徒に対し啓発
物品等を配布し人権意識の高揚を図った。

Ｃ：継続実施

要保護児童対
策地域協議会

　代表者会議・実務者会議・ケース検
討会議の開催により、広域的な連携を
図りながら児童虐待の防止を図る。

子育て支援課
　代表者会議と実務者会議を年１回、ケー
ス検討会議を必要に応じて開催し、連携を
図った。

Ｃ：継続実施
　代表者会議と実務者会議を年１回、ケー
ス検討会議を必要に応じて開催し、連携を
図った。

Ｃ：継続実施

　不審者の出現などの情報について、
保育園、幼稚園、小・中学校等におい
て共有するとともに、子ども、保護者
への周知を図る。

防犯に関する
情報提供等

子どもの命、
人権に対する
意識の向上

　子育てや家庭教育にかかる学習機会
において、保護者への人権意識の啓発
を図る。
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　（　（　（　（２２２２）　）　）　）　ひとりひとりひとりひとり親家庭親家庭親家庭親家庭のののの支援支援支援支援

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　民生委員・児童委員の活動により、
ひとり親家庭の実態把握を図る。

健康福祉課
 民生・児童委員の日常的な活動の中で、ひ
とり親家庭の実態を把握し、必要な相談・
援助活動を行った。

Ｃ：継続実施
 民生・児童委員の日常的な活動の中で、ひ
とり親家庭の実態を把握し、必要な相談・
援助活動を行った。

Ｃ：継続実施

　ひとり親家庭への生活支援サービス
の充実を図る。

子育て支援課
　ひとり親家庭等医療費助成制度の実施に
よる経済的支援を行なった。

Ｃ：継続実施
　ひとり親家庭等医療費助成制度の実施に
よる経済的支援を行なった。

Ｃ：継続実施

　ひとり親家庭が抱えるさまざまな悩
みについての相談体制を充実する。

子育て支援課
　ひとり親家庭が抱えるさまざまな悩みに
ついて、窓口、電話で対応を行なった。

Ｃ：継続実施
　ひとり親家庭が抱えるさまざまな悩みに
ついて、窓口、電話で対応を行なった。

Ｃ：継続実施

　ひとり親家庭への支援サービス、制
度についての情報提供を図る。

子育て支援課
　県などが発行した、ひとり親家庭向けの
各種パンフレットを配布するなどの情報提
供を行なった。

Ｃ：継続実施
　県などが発行した、ひとり親家庭向けの
各種パンフレットを配布するなどの情報提
供を行なった。

Ｃ：継続実施

　（　（　（　（３３３３）　）　）　）　障障障障がいがいがいがい児児児児へのへのへのへの支援支援支援支援のののの充実充実充実充実

事業名等 内　　容 担当課 Ｈ２２年度実施結果
22年度実施評価

（Ａ～Ｆ）
Ｈ２３年度実施状況

22年度実施評価
（Ａ～Ｆ）

　医療機関など関係機関との連携のも
と、新生児訪問や乳幼児健診などを通
じて、障がいの予防及び早期発見・対
応を図る。

子育て支援課
　障がいの早期発見に努めるとともに、発
見後必要に応じて専門機関と連携し、早期
療育が実施できるように努めた。

Ｃ：継続実施
　障がいの早期発見に努めるとともに、発
見後必要に応じて専門機関と連携し、早期
療育が実施できるように努めた。

Ｃ：継続実施

　「地域訓練会（なでしこ教室）」の
活動など、障がい児の療育を充実す
る。

健康福祉課
　地域訓練会を年12回開催した。
末就学児等は延べ35人であった。【対象者
減による】

Ｃ：継続実施
　地域訓練会を年１２回開催した。
末就学児等は延べ55人であった。

Ｃ：継続実施

障がい児保
育・教育の充
実

　保育園、幼稚園において、障がいの
ある子とない子の交流を進めるととも
に、障がいのある子が必要とする支援
を図る。

子育て支援課
学校教育課

　保育園・幼稚園には、障がいのある子も
入園しているため、日々交流が行われてい
る。また、障がいのある子や障がいがない
子も同じ就学前の子どもであるため同じよ
うに保育しているが必要とする支援は日々
保育の中で行った。

Ｃ：継続実施

　保育園・幼稚園には、障がいのある子も
入園しているため、日々交流が行われてい
る。また、障がいのある子や障がいがない
子も同じ就学前の子どもであるため同じよ
うに保育しているが必要とする支援は日々
保育の中で行った。

Ｃ：継続実施

発達障がい等
多様な障がい
への対応

　保健事業や保育園、幼稚園を通じ発
達障がいの早期発見・対応に努めると
ともに、専門家を配置し、子どもの状
況に応じた必要な支援を図る。

子育て支援課
学校教育課

　保育園・幼稚園に臨床発達心理士を派遣
し、発達障がいの早期発見・対応に努める
とともに、発達障がい児を担任する保育
士・教諭にアドバイス等を行い、子どもの
状況に応じた必要な支援を図った。

Ｃ：継続実施

　保育園・幼稚園に臨床発達心理士を派遣
し、発達障がいの早期発見・対応に努める
とともに、発達障がい児を担任する保育
士・教諭にアドバイス等を行い、子どもの
状況に応じた必要な支援を図った。

Ｃ：継続実施

障がいの予
防、早期発
見・対応

ひとり親家庭
に対する相
談、情報提供

ひとり親家庭
に対する支援
事業
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